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1.​ GachiAIとは 
GachiAIは投稿、ドキュメント、質問と回答よりの情報を学習し、質問に回答出来るチャッ
トボットサービス（プロンプト）です。 

 

 

 



2.​ サインイン 
① 以下の画面の「サインイン」ボタンを押下します。 

URL: https://app.gachiai.com/ 

 

② 以下の画面の「サインイン方法」を選択します。 

 

 

 



③以下の画面の「メールアカウント」を選択します。 

 



3.​ ワークスペース 
ワークスペースは複数のボットが作成可能です。 

3.1.​ 新規作成 
●​ 下記はサインインした時のワークスペース画面です。 
●​ 既存のワークスペースを使いたい場合、右側のワークスペース一覧から選択しま
す。 

●​ 新規ワークスペース作成の場合、「ワークスペースを作成する +」を押下します。 

 
 

 



「ワークスペース名」「ワークスペースID」を入力し、「ワークスペースを作成する」を押下
します。  

 

 

作成されたワークスペースが表示されます。 

 

 



3.2.​ ワークスペース設定 

ワークスペース設定（⚙）を押下すると、ワークスペース設定画面が表示されます。 

【設定 > ワークスペース名】 

 

3.3.​ Security設定 

【アクセス制御】 

限定したドメインのみアクセスを許可することが可能です。 



 

 

「全てのユーザが招待リンクを通じて参加できます」若しくは「指定されたメールドメインを
持つユーザーのみ参加できます」を選択して設定します。 



3.4.​ Personal Assistant Settings設定 

「パーソナルAIを無効にする」をチェックすると、パーソナルAIボットの設定は表示されな
いです。 

設定が完了したら、「変更を保存」を押す 

 

 



3.5.​ 招待 

「+リンクを生成」を押すと、招待リンクが作成される 

 

招待用のリンクでアクセスすると下記の画面が表示されます。 

 



 

3.6.​ メンバーと役割・権限 

【メンバー】 

招待用のリンクでアクセスするとメンバーとなり、「メンバー」メニューでメンバー一覧が表
示されます。 

 

【役割】 

●​ 管理者：ワークスペース設定が可能 
●​ メンバー：ワークスペース設定が不可で、この設定画面に入れないです。 

 



【権限】

 

3.7.​ アシスタント 

アシスタントの一覧が表示され、生成も可能です。 

 

3.8.​ ツールスクリプト 

​ 　⚠️開発者ではない場合、変更しないでください。 



 

 



3.9.​ テーマ 

　⚠️開発者ではない場合、変更しないでください。 

 

 



4.​ パーソナルAI 
【機能の活性化】 

この機能を有効化するにはワークスペースアクセス設定画面で「パーソナルAIを無効に
する」がチェックされていない必要があります。 

 

【パーソナルAIのアシスタント追加】 

「+アシスタント」を選択し、パーソナルアシスタントを作成します。 



 

「PAを作成する」を押下して表示されるダイアログの「生成」を押下すると下図のような
パーソナルアシスタントが作成されます。アシスタントの詳細設定についてはチームアシ
スタント作成を参照してください。 

 



 

5.​ ミニアシスタント 
ミニアシスタントは良く使われる簡易機能を備えています。 

【送信】問い合わせ機能で、Chat GPTへのプロンプトと同様な結果となります。 

 

 

 



【翻訳】マイプロフィールで設定した言語へ翻訳する機能 

 

 



【要約】サマリーを作成する機能です。 

 

 



【ファクトチェック】事実なのかをチェックする機能 

 

 



【説明】説明する機能 

 

 

 



6.​ チームアシスタント 
6.1.​ アシスタントの生成 

 

 



6.2.​ アシスタントの基本情報編集  

 

下記のような詳細設定が表示されます。 

 

 



6.3.​ アシスタントの詳細設定 > 開発 
開発者専用のページで、関連知識の無い場合は変更しないでください。 

開発関連は「開発者向け」ページを参照してください。 

 

 

 



6.4.​ アシスタントの詳細設定 > 知識ベース 
ユーザーの要求に対して、事前に登録した情報より検索及び整理し、回答する機能で、
検索拡張生成（RAG、Retrieval-Augmented Generation）です。GachiAIには「投稿」、
「ドキュメント」、「質問と回答」が知識ベースの情報として登録されます。 

 

 

 



6.5.​ アシスタントの詳細設定 > 知識ベース > 投稿 
　専用のウェブエディターで、知識を登録することが可能です。 

 

　【カテゴリ】 

　カテゴリは検索する時のフィルタリングとして活用されます。 

 

 



　【新しい投稿】 

 

　　ウェブエディターが表示されたら、タイトル・コンテンツを作成します。 

　　因みに、下記のサンプルは「https://msystems.jp/iplanner/」を開き、コンテンツを選
択・コピーとエディターに貼り付けで、作成しました。 

 



　　変更を保存すると下記のように投稿一覧に表示されます。

 

　同様に「iPlanner Cloud」カテゴリを作成し、URL「
https://msystems.jp/iplanner_cloud/」を参照し、新しい投稿を作成します。 



　　公開されたチャット確認画面は下記のとおりです。 

 

　投稿された知識に対して、検索が可能です。 

 



6.6.​ アシスタントの詳細設定 > 知識ベース > ドキュメント 
　各種ドキュメントファイルより知識を登録することが可能です。 

 

【ドキュメントのアップロード】 

　知識として登録したいファイルをドラッグして、アップロードします。 

　サポートされているファイル: .pdf, .docx, .txt, .html, .md, .pptx, .rtf 

 



 

　取得したテキストはチャック（ページと類似な概念）という単位で分割されています。 

 

　　保存されたドキュメントが知識として登録されます 



 

　登録されたドキュメントが検索出来るか下図のように確認します 

 

 



【空のドキュメントより作成】 

 

　チャンクをマニュアルで一つづつ作成します。 

 

 



　【ドキュメントのインポート】 

　チャンクを他のファイルよりインポートすることも可能 

 

　チャンクとして分割されることを確認します。 



 

　【ドキュメントの一覧表示】 

 

　 

 



　【検索でのチェック】登録したドキュメントが検索出来るかを確認する 

 

 



6.7.​ アシスタントの詳細設定 > 知識ベース > 質問と回答 
　良くある質問（Q&A, FAQなど）として、事前に質問と回答を登録しておいたら、プロンプ
トの際に検索され、回答に使われます。 

　【新しいリスト作成】 

 

　新しい質問と回答を作成します 

 

 



　質問と回答の作成画面が表示されたら、下記のように登録します。 

 

　他の質問と回答を同様に登録します。 

 

 



　下記の情報も登録します。 

 

　下図のようにアイコンをクリックします 

 

 



　下記のように「良くある質問」に登録した質問がチャット確認画面に表示されます 

 



 

【詳細設定 > 知識ベース > ドキュメント > 「アイテム」 > 質問】 

　ドキュメントより質問と回答を自動作成することも可能です。 

 



　まず、質問と回答の自動作成用のテンプレート設定を変更します。 

　【テンプレート設定】 

 

　下記のような操作で、質問が自動生成される 

 



　作成した質問に自動で回答作成も可能 

 

　作成された質問をコピーし、テストケース作成も可能です。 

　上記の画面より「エクスポート」をクリックすると下記のようにコピーが可能です。 

 

　コピーした質問は【開発 > テスト】で、テストケース作成の際に、インポートすることが可
能です。 

 



6.8.​ アシスタントの詳細設定 > 知識ベース > テンプレート 
　⚠️開発者ではない場合、変更しないでください。 

　主に、質問の自動生成テンプレートとして使われます。 

　テンプレート設定のリンク 

 

　他の設定は開発者では無い限り、変更しないでください。  



6.9.​ アシスタントの詳細設定 > モニタリング > 会話 

チャットボット画面で質問した内容と回答の履歴が表示されます。 

 

 



6.10.​ アシスタントの詳細設定 > モニタリング > フィードバック 

　チャットボット画面でユーザーがフィードバックしたのを確認できます。 

 

 

 



　チャットボット画面でユーザーのコメントが表示されます。 

 

　  



チャットボット画面でユーザーの「いいね」「よくない」が表示される 



6.11.​ アシスタントの詳細設定 > 管理者 

　ワークスペースメンバーになっているメンバーをボットの管理者として追加出来ます。 

 

6.12.​ アシスタントの詳細設定 > チャット画面 

　下記のようにアシスタント名をクリックすると新しいタブにアシスタントページが表示され
ます。 

 



　下記は開いたアシスタントです。 

 

6.13.​ アシスタントの詳細設定 > アシスタントの削除 

　以下の赤い枠のアイコンを押す 



6.14.​ アシスタントの詳細設定 > アシスタントのクローン 

　以下の赤い枠のアイコンを押す 

 

6.15.​ アシスタントの詳細設定 > 開発 
⚠️開発者ではない場合、変更しないでください。 

開発者はGachiAIをカスタマイズすることが可能です。アシスタントの「⚙」を押下し、設定
画面を表示します。「開発」メニューよりアシスタントのカスタマイズが可能です。 

【開発 > 指示事項】LLMモデルへのプロンプトとして、追加される指示文 

既定の指示文の意味は「あなたは役に立つアシスタントです。常に知識ベースを使って
質問に答えてください。関連情報が見つからない場合は、丁寧に答えずにおいてくださ
い。」 



 

【開発 > 指示事項 > ツールスクリプト】 



【開発 > 指示事項 > ツールスクリプト > スクリプト定義】 

 
 



【開発 > 指示事項 > ツールスクリプト > ツールスクリプトをインポート】 

GachiAIが提供するアドオンのスクリプトがインポート可能です。 



【開発 > 指示事項 > ツールスクリプト > サービススクリプト】 

 

【開発 > 指示事項 > ツールスクリプト > 設定】 

 

 



【開発 > 指示事項 > ツールスクリプト > Gachi CLI】 

Gachi CLIを使うために、開発環境を構築する方法が表示される 

 

【開発 > テスト】 

テストケースを作成・実行すると、テストの評価を確認することが出来ます。 

新しいテストケースを作成します。 

　【開発 > テスト > テストケース（＋）】 

 



　下記のような画面より１件づつ質問を登録します。 

 

　質問のテキストをクリップボードより貼り付けてインポートすることも可能です。 

 

 



　下記のようにテストケースが作成されます。「テスト実行を開始」ボタンでテストが自動で
実行されます。 

 

　テスト結果が下記のように評価点と共に表示されます。 



【開発 > 統合】 

 

【開発 > 統合 > 埋め込みページ】 

 

 



【開発 > 統合 > ボットAPI】 

　ボットAPIを使うために下記のようにキーを作成する 

 

　キーコピーして、保存しておきます。 

 

　APIを使い、チャットを行う説明が書いてあります。 



 

　説明どおりにBOT_API_KEY、messageを入れ替えて、チェットのコマンドを実行しま

す。  

 



　次はカテゴリを取得するAPIの説明です。 

 

　説明どおり、コマンドを実行するとカテゴリ内のアシスタント情報が取得されます。 

 

 



　次は、質問一覧を取得するコマンド説明です。 

 

　説明どおり、コマンドを実行するとアシスタントの質問が取得されます。 



 

 



　下記は投稿の取得する説明です。 

 

　説明どおり、コマンドを実行するとアシスタントの投稿が取得されます。 
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